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一
期
一
会
の
言
葉
の
重
み

～
和
歌
山
天
授
軒
に

誘

わ
れ
て
～

い
ざ
な

今
年
の
口
切
り
茶
事
も
無
事
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
京
都
餘
慶
庵
に
て
三
席
、
東
金
拙
庵

に
て
三
席
。
こ
れ
ら
は
口
切
り
と
は
云
え
ど
も
月

々
の
茶
事
実
習
の
一
環
な
れ
ば
、
と
も
す
れ
ば
一

世
一
度
の
会
と
い
う
意
義
も
乏
し
く
、
万
事
に
隙

え

す
き

な
く
と
う
持
続
も
難
し
い
こ
と
に
ご
ざ
い
ま
す
。

唯
々
や
り
続
け
、
さ
ら
さ
ら
と
時
が
過
ぎ
て
逝

き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
過
ぎ
逝
き
の
中
に
も
皆
さ

ん
と
共
に
力
を
合
わ
せ
心
重
ね
の
年
月
は
尊
く
、

い
つ
し
か
美
味
な
る
一
服
を
調
え
る
べ
く
、
台
所

方
、
水
屋
方
、
一
丸
と
な
っ
て
働
く
姿
が
そ
こ
に

は
あ
り
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
一
同
皆
々
一
つ
の
こ
と
に
心
を
尽
く

し
き
る
と
い
う
茶
事
と
い
う
も
の
の
本
質
を
よ
く

よ
く
会
得
し
て
く
れ
て
い
る
仲
間
が
そ
こ
に
は
お

り
ま
し
た
。

茶
事
と
い
う
も
の
に
心
篤
い
眼
差
を
抱
い
て
い

る
同
志
が
目
の
前
に
育
っ
て
お
り
ま
し
た
。

心
を
一
つ
に
し
て…

、
一
丸
と
な
っ
て…

何
一

つ
疎
か
に
せ
ず
、
そ
し
て
美
味
な
る
極
上
の
一
服

は
生
ま
れ
る
の
で
す
。
一
と
い
う
言
葉
、
老
師
の

道
は
一
を
生
じ
、
一
は
二
を
生
じ
、
二
は
三
を
生

じ
、
三
は
万
物
を
生
ず
。
天
は
一
を
得
て
清
く
、

地
は
一
を
以
て
寧
し…
と
、
そ
の
言
葉
が
な
ぜ
か

身
に
し
み
ま
す
。

こ
の
度
、
縁
あ
っ
て
和
歌
山
県
田
辺
市
海
蔵
寺

に
て
口
切
り
の
茶
事
を
催
す
運
び
と
な
り
ま
し

た
。訳

あ
っ
て
、
三
十
年
ほ
ど
の
長
い
間
、
使
わ
れ

ぬ
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
茶
室
に

誘

わ
れ
て
の
こ

い
ざ
な

と
に
ご
ざ
い
ま
す
。
き
っ
と
茶
室
が
呼
ん
で
く
れ

た
の
で
し
ょ
う
。
一
日
十
五
名
二
席
の
予
定
が
、

瞬
く
間
に
二
十
名
様
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

不
行
き
届
き
の
な
き
よ
う
、
い
さ
さ
か
の
粗
末

な
こ
と
の
な
き
よ
う…
と
心
配
り
の
限
界
も
よ
ぎ

り
つ
つ
も
、
御
住
職
御
夫
妻
の
限
り
な
く
温
か
な

心
配
り
に
助
け
ら
れ
、
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
日
頃

の
積
み
重
ね
の
力
が
結
晶
し
た
二
日
間
に
ご
ざ
い

ま
し
た
。

日
々
の
鍛
錬
と
い
う
も
の
の
大
切
さ
を
実
感
し

た
二
日
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

京
都
は
八
瀬
に
学
び
舎
を
構
え
る
も
、
楽
を
し

て
は
な
ら
じ…

と
、
大
徳
寺
で
の
茶
事
を
各
月
に

い
た
し
て
お
り
ま
す
の
も
、
搬
入
、
搬
出
に
粗
相

の
な
き
よ
う
に
、
茶
道
具
の
運
搬
等
、
身
に
つ
け

て
い
れ
ば
こ
そ
の
底
力
と
い
う
も
の
を
発
揮
し
て

く
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

誠
に
誠
に
井
伊
掃
部
様
の
茶
の
湯
一
会
集
に
あ

る
よ
う
に
「
今
日
の
会
に
ふ
た
た
び
か
へ
ら
ざ
る

え

事
を
思
へ
は…

」
に
ご
ざ
い
ま
す
。

口
切
り
の
一
服
の
お
招
き
茶
事
、
濃
茶
も
薄
茶

も
全
員
挽
き
立
て
を
楽
し
ん
で
頂
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
（
そ
の
裏
に
は
和
尚
様
自
ら
陰
で
一

生
懸
命
茶
臼
を
回
し
て
く
だ
さ
っ
た
と
い
う
働
き

あ
っ
て
の
こ
と
に
ご
ざ
い
ま
す
が
）
、
釜
の
煮
え

湯
の
音
、
釜
の
味
、
名
水
の
味
、
挽
き
立
て
の
茶

葉
の
味
、
こ
の
三
味
一
体
に
相
応
し
い
、
実
に
素

晴
ら
し
い
茶
室
で
あ
り
ま
し
た
。
長
い
間
、
締
め

切
っ
て
使
わ
れ
ず
に
い
た
茶
室
の
柱
が
、
土
壁
が
、

障
子
が
、
天
井
が
、
一
斉
に
呼
応
し
な
が
ら
深
～

い
深
呼
吸
を
し
て
い
る
よ
う
な
波
動
が
終
始
流
れ

て
お
り
ま
し
た
。

中
村
昌
生
先
生
が
京
都
か
ら
資
材
を
運
ば
せ
、

匠
も
京
都
か
ら
来
て
の
仕
事
で
あ
っ
た
と
聞
い
て



お
り
ま
す
。
工
学
博
士
で
あ
り
、
日
本
建
築
の
中

で
も
特
に
茶
室
、
数
寄
屋
建
築
の
研
究
者
と
し
て

御
高
名
な
ま
さ
に
巨
匠
に
よ
る
作
品
に
ご
ざ
い
ま

す
。初

日
は
小
雨
ま
じ
り
の
悩
ま
し
い
天
気
で
気
が

つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
日
目
に
、
秋
の
日
差

し
の
移
ろ
い
の
彩
光
も
柔
ら
か
く
、
夕
べ
の
灯
り

を
つ
け
て
は
、
障
子
を
写
す
ほ
の
あ
か
り
の
美
し

さ
に
感
動
ひ
と
し
お
に
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
元
気
で
あ
れ
ば
お
招
き
し
た
か
っ
た…

と
の

思
い
も
よ
ぎ
り
、
確
か
亡
く
な
ら
れ
て
四
、
五
年

に
な
ら
れ
る
の
で
は…

。
（
平
成
三
十
年
十
一
月

五
日
没
：
編
集
子
注
）
一
度
、
関
西
国
際
セ
ミ
ナ

ー
ハ
ウ
ス
で
、
も
み
じ
祭
り
の
催
し
の
折
に
先
生

の
御
講
演
を
拝
聴
し
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

先
生
！
こ
の
度
、
茶
室
は
大
き
な
深
呼
吸
を
し
て

復
活
い
た
し
ま
し
た
よ
。
誠
に
連
子
窓
の
さ
ん
か

ら
の
木
漏
れ
日
の
無
言
の
美
し
さ
は
、
屋
根
の
高

さ
、
庇
の
長
さ
も
計
算
さ
れ
尽
く
し
た
も
の
に
ご

ざ
い
ま
し
ょ
う
が
、
見
事
な
優
し
い
光
に
包
ま
れ

た
小
間
蒼
龍
窟
に
ご
ざ
い
ま
し
た
。
広
間
は
天
寿

軒
と
い
う
扁
額
が
か
け
ら
れ
て
お
り
、
誠
に
天
が

授
け
て
く
だ
さ
っ
た
茶
室
で
あ
る
と
分
に
過
ぎ
た

お
役
目
な
が
ら
感
無
量
に
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
日
目
の
お
客
様
が
お
帰
り
に
な
っ
た
後
、
余

情
残
心
さ
な
が
ら
、
余
の
釜
の
湯
の
甘
露
の
一
服

を
味
わ
い
終
え
、
露
地
に
出
て
み
ま
す
と
、
夕
陽

に
染
ま
っ
た
茶
室
の
屋
根
の
胴
ぶ
き
の
美
し
さ
に

ま
た
露
地
の
杉
苔
に
、
涙
落
つ
る
思
い
に
ご
ざ
い

ま
し
た
。

外
待
合
の
腰
掛
の
木
蓋
を
は
ず
し
て
み
る
と
活

き
活
き
と
し
た
正
木
の
美
し
さ
が
現
れ
、
風
雨
の

染
み
一
つ
無
い
仕
事
の
確
か
さ
に
心
ふ
る
え
、
こ

の
芸
術
作
品
と
も
い
え
る
茶
室
に
恥
じ
な
い
仕
事

を
し
な
く
て
は
…
と
襟
を
た
だ
す
思
い
の
、
こ
の

度
の
和
歌
山
口
切
り
行
脚
に
ご
ざ
い
ま
し
た
。

海
蔵
寺
御
住
職
様
、
奥
様
始
め
、
田
辺
の
皆
様

か
ら
沢
山
の
真
心
、
御
協
力
を
賜
り
、
拙
い
亭
主

を
助
け
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
深
く
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
遠
来
の
お
客
様
方
、
広
島
・
東
京
・
浜

松
・
奈
良
・
名
古
屋
・
大
阪
・
四
国
・
長
野
・
群

馬
等
々
多
方
面
か
ら
の
御
来
駕
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

裏
方
ス
タ
ッ
フ
も
多
忙
極
ま
る
中
で
、
遠
方
よ
り

馳
せ
参
じ
て
の
御
協
力
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

先
ず
は
紙
面
に
て
、
皆
々
様
に
厚
く
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
、
あ
と
僅
か
と
な
り
ま
し

た
。
皆
様
の
お
手
許
に
届
く
頃
に
は
、
師
走
の
只

中
に
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
コ
ロ
ナ
で
明
け
暮
れ
た
一
年
で
し
た

が
、
充
分
に
御
留
意
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
新
し

い
年
が
よ
り
心
豊
か
な
稔
り
多
き
年
と
な
り
ま
す

よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
感
謝
の
一
会
一
会
で
無
事
過
ご
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
こ
と
、
只
に
只
に
感
謝
の
一
語
に
ご

ざ
い
ま
す
。

茶
の
湯
と
は
た
だ
湯
を
沸
か
し
茶
を
点
て
て

飲
む
ば
か
り
な
る
も
の
と
し
る
べ
し

な
か
な
か
容
易
な
ら
ぬ
言
葉
と
身
に
染
み
入
り
つ

つ
今
年
の
筆
を
止
め
置
き
ま
す

多
謝

茶
事
一
つ
終
え
て
露
地
に
佇
め
ば

天
授
軒
は
夕

陽
に
映
ゆ

せ
き
よ
う

令
和
四
年
師
走

鶴
女



各

種

教

室

京
都
教
室

十
二
月
（
師
走
）

八
瀬
自
蹊
庵

十
二
月
一
日
（
木
）
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
ラ
イ
ブ

午
後
四
時
半
～
午
後
五
時
四
十
五
分

十
二
月
二
日
（
金
）
夜
咄
茶
事
準
備
・
実
習

午
前
九
時
半
～
午
後
四
時

十
二
月
三
日
（
土
）
～
四
日
（
日
）

夜
咄
の
茶
事

集
合

午
後
一
時

席
入

午
後
五
時

終
了

午
後
八
時
半

※
小
灯
料

二
千
円
の
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

十
二
月
五
日
（
月
）

夜
咄
の
献
立
実
習
及
び
反
省
と
課
題

十
二
月
六
日
（
火
）

貴
素
の
会

お
せ
ち
料
理
の
実
習

金
団
、
手
鞠
サ
ー
モ
ン

定
番
三
種(

ご
ま
め
、
数
の
子
、
叩
き
牛
蒡)

十
二
月
七
日
（
水
）

午
前
九
時
～
午
前
十
一
時
半

利
休
会
記

午
後
二
時
～
午
後
四
時

会
記
料
理
再
現

昼
食

呈
茶

夜
の
部

食
事
付
き

午
後
六
時
半
～
九
時

食
事
な
し

午
後
七
時
～
九
時

十
二
月
八
日
（
木
）
自
由
稽
古

※
一
月
は
正
月
と
い
う
こ
と
で
、
一
週
間
全
体

に
繰
り
下
が
り
ま
す
。
常
の
第
一
週
目
開
催

の
京
都
教
室
が
二
週
目
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
す
の
で
、
全
体
に
変
則
的
に
な
っ
て

い
る
か
と
思
い
ま
す
。
各
担
当
者
は
御
注
意

く
だ
さ
い
。
各
教
室
と
も
ラ
イ
ン
に
て
早
め

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

一
月
（
睦
月
）

一
月
五
日
（
木
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

ラ
イ
ブ

午
後
四
時
～
午
後
五
時
四
十
五
分

大
徳
寺
瑞
峯
院
餘
慶
庵
茶
事

初
釜

一
月
七
日
（
土
）

午
前
九
時
～
正
午

大
徳
寺
搬
入

午
後
一
時
よ
り

八
瀬
に
て
準
備

一
月
八
日(

日)

～
十
日
（
火
）

初
釜
正
午
茶
事

席
入
午
前
十
一
時
半

※
実
習
者
は
午
前
九
時
～
午
後
四
時

大
徳
寺
瑞
峯
院
餘
慶
庵
茶
室

一
月
十
一
日
（
水
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
梅
田
教
室
主
催
初
釜
茶
事
準
備

一
月
十
二
日
（
木
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
梅
田
教
室
主
催

初
釜
茶
事

問
合
せ
等
詳
細
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
梅
田
教
室
へ

東
金
教
室

十
二
月
（
霜
月
）

夜
咄
の
茶
事

十
二
月
十
日(

土)

茶
事
準
備

午
前
九
時
～
午
後
四
時

十
二
月
十
一
日
（
日
）
～
十
三
日(

火)

夜
咄
の
茶
事

席
入

午
後
五
時
～
八
時
半

実
習
者
は
午
後
一
時
～
午
後
八
時
半

○
小
灯
料
二
千
円
御
協
力
をお

願
い
し
ま
す

一
月
（
睦
月
）

初
釜

一
月
十
四
日
（
土
）

一
月
十
五
日
（
日
）
～
十
七
日
（
火
）

初
釜
茶
事

席
入

午
前
十
一
時
半

実
習
者
は
午
前
九
時
～
午
後
四
時



各
種
講
座
・
教
室

目
黒
・
羅
漢
寺

利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

十
二
月
十
七
日
（
第
三
土
曜
）

一
月
二
十
一
日
（
第
三
土
曜
）

午
前
十
時
か
ら
正
午

昼
食
後
解
散

会
費

五
千
円
（
昼
食
・
一
服
）

三
千
円
（
会
の
み
）

担
当
者

漆
原
か
ず
み
様

０
９
０
（
４
８
２
１
）
４
８
１
０

湯
河
原
教
室

口
悦
会
・
利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

十
二
月
十
八
日
（
第
三
日
曜
）

旬
の
食
材
を
楽
し
む
会

一
月
二
十
二
日
（
第
四
日
曜
）

利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

会
費

五
千
円
（
一
日
の
み
）

八
千
円
（
二
日
間
）

担
当
者

服
部
宏
子
様

０
９
０
（
６
１
７
３
）
０
２
４
３

※
一
月
は
一
週
繰
り
下
が
っ
て
い
ま
す
。

栃
木
農
園
レ
ス
ト
ラ
ン

利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

十
二
月
十
五
日(

第
三
木
曜)

一
月
十
九
日
（
第
三
木
曜
）

午
前
九
時
半
～
午
前
十
一
時
半

会
費

五
千
円
（
昼
食
代
別
料
金
）

担
当
者

青
村
裕
子
様

０
９
０
（
９
８
０
７
）
３
４
０
２

市
川
教
室
・
長
松
寺

十
二
月
二
十
六
日
（
第
四
月
曜
）

※
年
末
に
つ
き
変
更
し
て
い
ま
す

一
月
二
十
五
日
（
第
四
水
曜
）

午
前
十
時
～
正
午

講
義

正
午
～
午
後
二
時
半

再
現
料
理
会
食

会
費
：
五
千
円

(

講
座
の
み
：
三
千
円)

担
当
者

青
野
か
お
り
様

０
９
０
（
１
４
３
６
）
１
６
８
４

千
葉
教
室
・
秀
明
茶
室

十
二
月
二
十
六
日
（
第
四
月
曜
）

一
月
二
十
五
日
（
第
四
水
曜
）

午
後
三
時
～
午
後
五
時

講
座
及
び
菓
子
と
抹
茶
一
服

会
費
：
三
千
円

担
当
者

道
前
一
剛
様

０
７
０
（
４
４
５
２
）
４
７
８
１

柏
教
室
（
高
橋
様
宅
に
て
）

口
悦
会
・
利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

十
二
月
二
十
一
日(

第
三
水
曜)

一
月
十
八
日
（
第
三
水
曜
）

午
前
九
時
半
～
午
前
十
一
時
半

講
義

午
前
十
一
時
半
～
午
後
三
時

利
休
会
記
再
現
料
理
会
食

会
費

五
千
円
（
会
食
含
む
）

三
千
円
（
講
義
の
み
）

担
当
者

高
橋
れ
い
子
様

０
９
０
（
６
１
７
５
）
１
２
２
８

鎌
倉
教
室
・
鎌
倉
彫
会
館
（
第
四
日
曜
日
）

十
二
月
二
十
五
日(

第
四
日
曜)

一
月
二
十
九
日(

第
五
日
曜)

※
繰
り
下
が
り
注
意

午
後
一
時
～
午
後
三
時

講
座
の
み

会
費
：
三
千
円

担
当
者

角
田
宗
弘
様

０
９
０
（
６
３
４
９
）
７
６
９
５


